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正答の導き方

令和６年度全国学力・学習状況調査 中学校【国語】

・場面の展開について、描写を
基に捉えること。

必要な学習内容

（二）４
短歌の内容について、描写を基に捉える

ことができるかどうかをみる問題
指導事項：第１学年「Ｃ 読むこと」の「構造と内容の把握」
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よ
ま
れ
て
い
る
情
景
の
時
間

帯
が
異
な
る
こ
と
に
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ま
し
た
。
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え
て
書
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い
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a

b

c

〔 １ 〕 問 題 の 内 容 を 捉 え る 。

① 線 部 、 、 に 着 目 し て 、Ａか らＣま で

の短歌によまれている情景の時間帯を確認する。

② 夕 方 か ら 翌 朝 へ と い う 時 間 の 流 れ に 沿 っ て 、

Ａ 、Ｂ 、Ｃを 適 切 に 並 べ 替 え て 書 く 。

a b c

〔 ２ 〕 線 部 「 雪 野 を 照 ら す 」 、 「 蜩 の 声 や み し 」 、 「 あ た り を 掃 き ぬ 」 に 着 目

し て 、Ａか らＣま で の短歌によまれている情景の時間帯を確認する。

【Ａの短歌】… 夜
○何が「雪野を照らす」のか。 → 「まどかなる黄月」
○「まどかなる黄月」が「雪野を照らす」のはいつか。 → 「いま」
○「いま」とはいつか。 → 夜

・「ひとたび暮れし」とあることから、時間帯は夕方の日暮れ後の夜だと分かる。
（日暮れ後の夜、 まるい様子の黄色い月は空に昇りながら雪野を照らしている。 ）

【Ｂの短歌】… 夕方
○「 蜩 の 声 や み し 」 ＝ 蜩 の 鳴 き 声 が や ん だ
○ 蜩 の 鳴 き 声 が や ん だ の は い つ か 。 →  「 夕 暮 れ 」

・ 「 蜩 の や み し 夕 暮 れ 」 と あ る こ と か ら 、 時 間 帯 は 夕 方 だ と 分 か る 。

【Ｃの短歌】… 朝
○ 「 あ た り を 掃 き ぬ 」 ＝ あ た り を 掃 い た
○ いつ、どのあたりを掃いたのか。 → 「朝光のひろびろしきに昨の夜のつきかげありし」

・ 朝の光が広々と差しているところに、昨日の夜の月の光があったあたりを掃いた
こ と か ら 、 時 間 帯 は 朝 だ と 分 か る 。

a b c

〔 ３ 〕 夕 方 か ら 翌 朝 へ （ 夕 方 → 夜 → 朝 ） と い う 時 間

の 流 れ に 沿 っ て 、Ａ 、Ｂ 、Ｃを 並 べ 替 え て 書 く 。

【正答例】 Ｂ → Ａ → Ｃ



○ 短歌を読み味わう際には、細部の描写に着目しながら、物事の様子や場面などを丁寧に

捉えることができるように指導することが大切です。 その際、 例えば、 複数の短歌を読み比

べる学習において、共通点を見いだして複数の作品を関係付けたり、

共通するものの中で違いを考えたりすることが大切です。

調査問題を活用した授業改善のための指導資料

授業改善のポイント

◆ Ａ～Ｃのいずれかの短歌において、描写を基に情景の時間帯を捉えることができていない。ま

たは、それぞれの短歌について、描写を基に情景の時間帯を捉えることはできているものの、朝

から夜へという一般的な時間の流れに沿った順番に並べ替えたものと考えられる。

誤答例とその原因

（誤答例１） Ａ→Ｂ→Ｃ、 Ａ→Ｃ→Ｂ

（誤答例３） Ｃ→Ｂ→Ａ

どの短歌も、月をよんでいるという共通点があると思います。

Ａは月が昇っている夜の情景、Ｂは月を待っている夕暮れの情景、Ｃは昨夜
の月の光を思い浮かべている朝の情景を描いていることが分かりました。

共通するものの中にある違いにも気付くことができましたね。
皆さんも、テーマを決めて短歌を集め、描写に着目して共通点や相違点を友達

に紹介してみましょう。

（誤答例２） Ｂ→Ｃ→Ａ、 Ｃ→Ａ→Ｂ

◆ Ａ～Ｃの全ての短歌において、描写を基に
情景の時間帯を捉えることができていない。

◆ Ａ～Ｃのいずれかの短歌において、描写を基
に情景の時間帯を捉えることができていない。

Ａ～Ｃの短歌には、どのような共通点がありますか。

月をよんでいるＡ～Ｃの短歌は、描いている情景の時間
帯も共通していると言えそうですか。

情景の時間帯は共通していないように感じます。

Ａの短歌は今昇っている月をよんでいるのに対して、ＢとＣの短歌は今実際に
は出ていない月をよんでいるという違いがあることも分かりました。

着目した描写 描写から読み取れること 時間帯

Ａ

・黄月はいま昇りつつ
・ひとたび暮れし雪野を照らす

・黄色い月が今昇っている。
・（黄色い月が今昇りながら、）夕方に一度日が
日が暮れた雪野を照らしている。

夜

Ｂ

・庭に月待つ

・蜩の声やみし夕暮れ

・庭に月が出るのを待っている。
→ 今、月は出ていない。

・蜩の鳴き声がやんだ夕暮れ時である。
夕方

Ｃ

・昨の夜のつきかげありしあたり
を掃きぬ

・朝光のひろびろしきに

・昨日の夜の月の光があったあたりを掃いた。
→ 昨夜の月の光を思い浮かべている。
→ 今、月は出てない。

・朝の光の広々と差しているところに、（昨夜の
月の光があったあたりを掃いた。）

朝

それでは、Ａ～Ｃの短歌が描いている情景の時間帯を、
月や時間を表す描写に着目して読み取っていきましょう。

Ａ

ま
ど
か
な
る
黄
月
は
い
ま
昇
り
つ
つ
ひ
と
た
び
暮
れ
し
雪
野
を
照
ら
す

長
澤
一
作

〈意
味
〉

ま
る
い
様
子
の

暮
れ
た

Ｂ

風
さ
や
か
庭
に
月
待
つ
萩
す
す
き

蜩

の
声
や
み
し
夕
暮
れ

外
薗

隆

〈意
味
〉

清
ら
か
な
様
子

や
ん
だ

Ｃ

朝
光
の
ひ
ろ
び
ろ
し
き
に
昨
の
夜
の
つ
き
か
げ
あ
り
し
あ
た
り
を
掃
き
ぬ

森
岡
貞
香

〈意
味
〉
広
々
と
（差
）し
て
い
る
（と
こ
ろ
）

昨
日
の
夜

月
の
光

あ
った

掃
い
た

こ
う

げ
つ

(

注)

ひ
ぐ
ら
し

な
が
さ
わ
い
っ
さ
く

ほ
か
ぞ
の

た
か
し

あ
さ

か
げ

き
そ

よ

も
り
お
か
さ
だ

か

ⓑ

ⓒ ⓐ

は
ぎ


